
 建築確認審査厳格化に対応して 

お薦めします 
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スウェーデン式サウンディング試験

＋ハンドオーガー調査 

土質を確認することで 

基礎設計の精度が上がります 
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建築基準法改正 

粘性土？ 砂質土？ 

腐植土？ ローム？ 

S W S
スウェーデン式サウンディング試験

 
ハンドオーガーボーリング 

2m 程度まで土を採取します 
柱状図例 

深度(m) 柱状図 土質 含水比 

0.80 

 盛土  

1.40 

 ローム 135% 

2.00 

 粘土 60% 
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SWS にプラスしてハンドオーガーボーリングを行うことで、基礎底部直下の土質を確

認することができます。SWS＆土質情報は沈下の推測の精度を上げ、基礎仕様の判定や、

軟弱地盤の場合の地盤補強工事の設計に大いに役立ちます。 

ボーリング調査 平板載荷試験 オートマチックラムサウンディング 三成分コーン貫入試験 

その他、建築物、地形、地盤条件に応じて、最適な地盤調査法を提案いたします 
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調査件名 ○ ○ 様邸地盤調査 

調査日 2007/09/18 

●基礎仕様の判定 

① 推定許容応力度 □20kN/㎡未満 □20～30kN/㎡未満 ■30～50kN/㎡未満 

□50kN/㎡以上 □（                  ） 

■直接基礎 ■布基礎  □ベタ基礎  □その他 

（                           ） 

② 

□地盤補強工事 推奨 

工法 

 

 

●考察 

当該地は台地に位置し、現地付近は平坦な状況にあります。 

調査結果から概ね均一性も確認され、いずれも回転層が主体となる土層により構成されることや特に軟

弱を示す数値も認められないため、安定した地盤傾向が示されています。 

このため、現地盤へ直接基礎での支持が可能と考えますが、ハンドオーガーの結果から基礎底面付近の

GL-0.8m まで盛土であることから、地盤への負担を減らす 30kN/㎡仕様基礎の採用が妥当と判定します。 

 

〔考察担当者：○○ 住宅地盤調査主任技士 第 140455〕 

●SWS 換算 N値と地層構成 

 

 

地 盤 判 定 書 
（SWS＋ハンドオーガー） 

※基礎断面図は仮に描いたものです 

深度(m) 柱状図 土質 色調 含水比 

0.80 

 盛土 

暗茶褐 

～ 

茶褐 

 

1.40 

 ローム 茶褐 135% 

2.00 

 粘土 黄褐 60% 
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SWS+ハンドオーガー調査報告書 

最初のページのサンプル 


